
職業奉仕に関する声明（Statement on Vocational Service） 
 職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理想を生かしていくことをロータリー

が育成、支援する方法である。職業奉仕の理想に本来込められているものは次のものであ

る。 
１）あらゆる職業においてもっとも高度の道徳的水準を守り、推進すること。その中には、

雇主、従業員、同僚への誠実、忠実さ、また、この人たちや同業者、一般の人々、職業

上の知己すべての公正な取り扱いも含まれる。 
２）自己の職業または、ロータリアンの携わる職業のみならず、あらゆる有用な職業の社

会に対する価値を認めること。 
３）自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること。 

職業奉仕は、ロータリー・クラブトクラブ会員が自己の職業上の手腕を発揮できるよう

なプロジェクトを開発することによって、目標を実践、奨励することである。クラブ会

員の役割は、ロータリーの原則に沿って、自らと自分の職業を律し、併せてクラブ・プ

ロジェクトにこたえることである(ロータリー章典 8.030.1.)。 
ロータリアンの職業宣言(Declaration for Rotarians in Businesses and Professions) 
1989 年規定審議会は次の職業宣言を採択した。 
事業または専門職務に携わるロータリアンとして、私は以下の要請に応えんとするもの

である。 
1) 職業は奉仕の一つの機会なりと心に銘せよ。 
2) 職業の倫理的規範、国の法律、地域社会の道徳規準に対し、名実ともに忠実であれ。 
3) 職業の品位を保ち、自ら選んだ職業において、最高度の倫理的規準を推進すべく全力を

尽くせ。 
4) 雇主、従業員、同僚、同業者、顧客、公衆、その他事業または専門職務上、関係をもつ

すべての人々に対し、ひとしく公正なるべし。 
5) 社会に有用なすべての業務に対し、当然それに伴う名誉と敬意を表すべきことを知れ。 
6) 自己の職業上の手腕を捧げて、青少年に機会を開き、他人からの、格別の要請にも応え、

地域社会の生活の質を高めよ。 
7) 広告に際し、また自己の事業または専門職務に関して、これを世に問うに当たっては、

正直専一なるべし。 
8) 事業または専門職務上の関係において、普通には得られない便宜ないし特典を、同僚ロ

ータリアンに求めず、また与うることなかれ(89-148、ロータリ章典 8.030.2.)。 
2004 年規定審議会は、この声明をさらに支援するため、すべてのロータリアンが、事業お

よび専門職務上の倫理に対するロータリーの決意を実証するような生き方を目指し引き続

き実践し、また、21 世紀を迎え、奉仕活動の第二世紀に移行するにあたり、ロータリー・

クラブが、ロータリーの高度な道徳的水準を実証する個人を惹きつけ、探し出してきたこ

れまでの顕著な実績を継続して構築していくという決議案を採択した(04-290)。 


